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2020年6月にオープンした駅直結の商業施設NEWoMan横浜。

10フロアに100店舗あまりが集まり、新しい人の流れを生み出しています。

エスカレーター廻りや吹抜け空間にはファイアライトプラスⓇを採用。

安全性と見通しのよさを両立し、開放感あふれる空間を演出しています。

千ヶ滝の別荘（愛知県）

a viewof architect̶建築家の視点

大学時代に同級生の百田氏とユニットを組んだ大西麻貴氏。
20代から頭角を現したことで早くから注目を集め、
常に期待を上回る活躍をされています。
事務所を立ち上げて12年、大西氏はまだアンダー40。
学生時代から現在までを語っていただきました。

interview

大西 麻貴氏

表紙　NEWoMan 横浜 ［神奈川県］
使用製品：ファイアライトプラスⓇ

建材ニュース［環］の誌名は、まるい「輪」の形にちなんでおり、設計事務所･建設会社･メーカー･販売店が
手をつないで「輪」となることを目指して名づけました。また、円満の「円」にも通じるような、皆が満ちて豊かに
なるという想いも込めています。

誌名
［環］について

■Photo Credits
o+h：P02、04（千ヶ滝の別荘、こどものみんなの家）
KAI NAKAMURA：P03～04、06（二重螺旋の家、多賀町中央公民館）　　
YOSHIRO MASUDA：P05（Good Job! Center KASHIBA）　　YURIKA KONO：P06（toberu）
大丸剛史：C１、C２、P0７～08、09（上）、10～14、17～18、19（左）、21～23　　KOZO TAKAYAMA：P15～16　　
須藤昌人：P25　　川元斉：P26（上）

〈インタビュー〉 
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二重螺旋の家（東京都）

個人のアイデアが繋ぐたくさん の想い。

人と出会い、話して見つかる
新しい価値観。

京都を歩いて知った
地続きの街の感覚。

こどものみんなの家（宮城県）

　中学生の時、家族でスペインを旅行しました。ガウディの
建築やグラナダのアルハンブラ宮殿、街全体が中世を感じ
させるようなトレドを訪れて、建築に興味を持ったんです。
特にサグラダ・ファミリアは、建築がつくられている現場に私
たちのような観光客が訪れ、建築が進行すると同時に街の
歴史の一部になっていく。建築家が死んだ後にも大勢の人が
思いを引き継いでつくっていることに感動しました。建築の
面白さのひとつは、始めのアイデアは個人から出発したもので
あっても、たくさんの人が関わって、個人を超えた大きなもの
になり得ること。そこには大勢の人の想いが詰まっている
だろうし、だからこそ一人の人間の一生涯を超え長い時間に
わたって受け継がれていくべきもので、そういう建築をつくり
たいと思っています。
　大学1回生の最初の頃の授業で、印象的なことがありました。

4月の気持ちのいい時期で、先生が「窓の外の緑がきれいで
すね。君たちも教室で座っているんじゃなく、外に出ていろんな
ものを見てきなさい」とおっしゃって、「大学ってそんなに自由
なんだ」と驚いて。私は毎日お寺に行くと決めたり、古本屋
さんを巡ったり、鴨川でぼんやりしたり…。京都の街は自転車
でどこへでも行ける規模ですよね。私の出身の名古屋はどち
らかというと車社会なので、京都で初めて自分の足で街を
歩く経験をしたと感じました。街が地続きで広がっていること
を実感できたんです。私が設計する時によく考える街と建築、
室内がつながる感覚というのは、京都で過ごしたことが大きな
背景になっています。
　百田くんとは大学4回生から共同設計を始めました。それ
ぞれに得意分野があって、たとえば私は感覚的なことを言葉
に置き換えていくのが好きなので、コンペやプレゼンでは
文章を書くのが私の役目。百田くんは実際に現場の方と
遣り取りしたり、何をどうつくっていくのかを組み立てていく
ことが得意です。
　大学時代、百田くんと私は伊東豊雄さんのワークショップに

　博士課程を終えて社会に出るタイミングで、東日本大震災
が起こりました。Archi+Aid※1で小嶋一浩さんと一緒に牡鹿
半島に行ったり、伊東さんに声をかけていただいて東松島の
「こどものみんなの家」をつくるプロジェクトに参加したり。
東松島では半年ほど事務所を仮設住宅に移転させてもらって、
私とスタッフの榮家がそこで暮らしながらまちのみなさんと
一緒に取り組みました。大学では一人で机に向かっていまし
たが、まちの方 と々話したり現状を目のあたりにして考える
ことにすごく楽しさを感じて、その後の建築のつくり方に影響
していると思います。
　現地に滞在したり何度も足を運ぶと、抽象的な人々や
地域の漠然とした印象ではなく、まさこさんやゆうこちゃん、
けんちゃんといった具体的な人たちと向き合うことになる。
それだけではなく、その方 を々通じて、遠い過去までさかのぼり、
まだ見たこともない未来とつながる感覚になります。
　仕事をすればするほど、自分が知らなった価値観に気づか
されることも多くなりました。たとえば、「Good Job! Center 
KASHIBA」※2はコンペが終わって間もない頃にクライアント
が主催する展覧会を見学させてもらう機会があり、施設の
メンバーの方が絵の説明をしてくださったんです。うまく説明
できなくて失敗すると、周りの人たちがどっと笑って、笑われ
た当人も「なんかおいしい」みたいな雰囲気で（笑）。私は
「あ、笑ってもいいんだ」と新鮮でした。自分が勝手にバリアを
つくっていたんです。失敗することもあれば、うまくいくことも
ある。それをそのまま受け止めて、時には笑ったりしながら認め
合えればいいんですよね。クライアントからは「ちがいを認め、
ちがいを大切にする」という建物のコンセプトをいただいたの
ですが、この出来事がまさにそういうことだと思えました。
　MOTHERHOUSE※3の新しい工場をバングラデシュにつくる
計画があるのですが、現地で働く250人のスタッフを前にプレ
ゼンした時も印象的でした。私たちが考えた「家のような
工場」というコンセプトを説明して意見を出してもらうと、「バン
グラデシュの家では池をつくって、そこの魚を釣って食べるんだ」
と想像もしていなかった声がたくさんあって。いろんなところ
に出かけて行っていろんな人に出会えることがありがたくて
面白くて、次の建築を考える栄養になっていると思います。

参加させてもらったりして、大きな影響を受けました。その後、
百田くんは伊東さんに誘われて事務所に入るんですが、すごく
うらやましくて、「どうして私じゃないの？」「そこは『良かった
ね』と喜んでくれるところじゃない？」って、大喧嘩（笑）。私も
どこかのアトリエに入ろうと迷ったことがありましたが、大学
院の藤井明先生が「博士課程にいてもいいよ」と言ってくだ
さって。藤井先生の研究室は、どんどん論文を書いて研究し
ている人もいれば、自分の活動をしている人もいる自由な
雰囲気があったので、修士課程1年生の秋頃に父の旧友が
依頼してくださった「千ヶ滝の別荘」に取り組んだり、伊東さ
んの福岡のワークショップで「地層のフォリー」をつくったり、
社会に出る前に、百田くんと実際に建つプロジェクトに集中
できる時間が持てたのは貴重でした。
 
※1：アーキエイドは、東日本大震災における建築家による復興支援ネットワーク。
復興にむけて建築家による数々の支援活動を相互にネットワーク化し、支援を
必要としている被災地に適切につないでいくことのできるプラットフォームを構築。
※2：障がいのある方と共に、アート・ビジネス・デザインの分野を超えて、社会に
新しい仕事を生み出すための福祉施設。※3：マザーハウスは「途上国から世界に
通用するブランドをつくる」を企業哲学とし、発展途上国におけるアパレル製品及
び雑貨の企画・生産・品質指導や、同商品の先進国における販売を行っている。
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特殊樹脂フィルム

ファイアライト®

駅と駅まち空間

設計：東京都交通局
使用製品：ファイアライトプラスⓇ

都営地下鉄 大江戸線 
国立競技場駅
［東京都］

設計：ジェイアール東日本建築設計事務所
使用製品：ファイアライトプラスⓇ

湘南モノレール 湘南江の島駅
［神奈川県］

増築部分の吹抜けにファイアライトプラス®を採用。

駅の内外を視覚的につなぐとともに、

十分な採光で明るく開放的な空間を演出しています。

設計：ジェイアール東日本建築設計事務所
使用製品：ファイアライトプラスⓇ

JR川崎駅
［神奈川県］

吹抜けの開放感を演出する

ファイアライトプラス®。

日常の安全性はもちろん、

避難時でも見慣れた光景と

見通しを確保できます。

設計：市川三千男建築設計事務所
使用製品：ファイアライトプラスⓇ（カスミ）

名古屋市営地下鉄 
名城線 金山駅
［愛知県］

地下のトイレ出入り口に型板タイプの

「カスミ」を採用。

優れた耐熱性に加え

フィルム貼りの必要のない

合わせガラスであること、

視界を穏やかにやわらげ、

プライバシーにも配慮できることが

評価されました。

エレベーターボックスにファイアライトプラス®を採用。

狭いホーム幅ながら、エレベーターが死角になることなく、

安全性を確保しています。

特定防火設備用ガラス ファイアライトプラスⓇ

ファイアライトプラスⓇは、特定防火設備に認定された唯一の
耐熱合わせガラス。熱衝撃に強い耐熱結晶化ガラス ファイアラ
イトⓇを特殊樹脂で貼り合わせて、衝撃安全性を付加しました。
人や物が衝突して万が一割
れても、破片の飛散や落下、
脱落がほとんどありません。
「JIS R 3205合わせガラス」に
おける耐衝撃試験の基準に
適合しています。

高まり続ける「安心・安全」のニーズに対応。

特 集
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